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この冬、全校児童が地域のゲストティーチャーを多数お
招きし、冬のスポーツに挑戦しました。

●１・２年生：スケート教室

初めは氷上に苦戦しなが
らも、友達と教え合いみるみ
る上達しました。転んでもす
ぐに立ち上がる力強さを見
せ、最後は全員でリンクを滑
走しました。

●３・４年生：スキー教室

３年生は基礎を学びボー
ゲンで滑れるように、４年
生はリフトに乗ってゲレン
デ滑走に挑戦！ 「でき
た！」という自信の表情が
印象的でした。

●5・6年生：スキー教室

さすがは高学年、コツを掴むのが早く、午後には全員が
リフトで上まで行き、颯爽とシュプールを描きました。

熱心にご指導くださった講師の皆様、本当にありがと
うございました。

南山田の山々も春の訪れを感じさせる季節となり
ました。保護者の皆様、地域の皆様におかれまして
は、この一年間、本校の教育活動に対して多大なる
ご理解と温かいご支援を賜りましたこと、心より厚
く御礼申し上げます。

私にとって、十数年ぶりに教諭として在籍したこ
の南山田小学校に校長として赴任し、駆け抜けた一
年でした。改めて、この地域の教育に対する熱意と、
子どもたちを温かく包み込む「チーム南山田」の絆
の強さを実感しております。

今年度、本校では「学ぼう語ろう自律しよう」の
合言葉のもと、子どもたちが自ら考え行動する力の
育成に努めてまいりました。春の運動会での真剣な
眼差し、夏の地域の方々との交流、そして秋の学校
文化祭で見せた迫真の演技や美しい歌声など、どの
場面でも子どもたちは一歩ずつ、確実に成長した姿
を見せてくれました。
特に今年度は、「家庭学習の見取りと承認」「親

子対話」「勇気が出る言葉かけ」の三つを家庭での
重点目標として掲げ、取り組んでいただきました。
アンケート結果からも、ご家庭で子どもたちの言葉
に耳を傾ける「傾聴」の姿勢や、自己肯定感を高め
る「勇気づけ」が深く浸透していることがうかがえ、
大変嬉しく感じております。こうしたご家庭での温
かい支えこそが、子どもたちが学校で安心して学び、
挑戦するための大きな原動力となりました。

「地域とともにある学校」として、地域の方々や
PTAの皆様による朝のあいさつ運動、アルミ缶回収、
愛校作業での環境整備など、多くの方々に支えられ
た一年でした。皆様の支えがあったからこそ、子ど
もたちは笑顔で学校生活を送ることができました。

来年度も、教職員一同「チーム力」をさらに結集
し、子どもたち一人ひとりが「できた！」という成
長を実感できる、笑顔あふれる南山田小学校を創っ
てまいります。一年間、本当にありがとうございま
した。

九重町立南山田小学校校長 一木高志

📘

🌟

～新しいことを知ろうとすること

～自分の考えや気持ちを伝えること

～自分で考えて、自分で行動すること



学校ホームページにて、南山田小の様々な情報を発信し
ています。
ぜひ、左のQRコード、または下記URLからアクセスして
いただき、南山田小学校のホームページをご覧ください。
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HPアドレス https://syou.oita-ed.jp/kokonoe/minamiyamada/

学校ホームページ

今年度も、多くの専門家や地域のみなさまを講師（ゲス
トティーチャー）としてお招きしました。教科書だけでは味
わえない「生きた学び」やプロの技に触れ、子どもたちの
目はキラキラと輝いていました。

月 日 主な学校行事

３月24日(火) 令和７年度 卒業式

3月26日(木) 令和７年度 修了式

３月30日(月) 令和７年度 離任式

4月 9日(木) 令和８年度 始業式

４月１３日(月) 令和８年度 入学式
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●【5・6年生】「まずやってみる」その勇気が成長へ
～アスリート派遣事業～

体操の元オリンピック日本代表の大島杏子さん(アテネ・
北京五輪出場)が来校し、出前授業が行われました。「挑
戦の大切さ」についてのお話の後は、マット運動に挑戦。
大島さんの丁寧な指導のおかげで、子どもたちの技は見
違えるほど上達しました。世界トップクラスの選手と触れ
合い、高い目標に向かって努力する素晴らしさを実感した、
笑顔いっぱいの２時間となりました。

●【5年生】地域に学ぶ防災学習

5年生が南山田公民館で防災学習を行いました。社会
教育課の佐藤課長、小野公民館主事のご指導のもと、
避難所としての役割を学び、防災テントの設営や備蓄庫
見学を体験しました。地域の安全を支える方々の思いに
触れ、自分たちのまちを自分たちで守る意識を高める貴
重な学びとなりました

●【3・4・5年生】絆をつないだタグラグビー出前授業

2月、3・4・5年生の体育では、九重青少年の家の森田
社会教育主事をゲストティーチャーにお招きし、タグラグ
ビーに挑戦しました。最初は遊びから、最後は自分たちで
「作戦会議」をして試合に臨むまで上達。チームでパスを
つなぐ姿に、確かな成長と自律を見ることができました。

●【1・2年生】心音で感じる命のぬくもり

おおいた動物愛護センターから講師の別木さん、藤田さ
ん、そして保護犬のダンボくん（9歳）をお招きし、「いのち
の授業」を行いました。最初はドキドキしていた子どもた
ちも、優しく撫でるうちにその温かさに思わず笑顔に。聴
診器で力強い心音を聴く体験を通じ、言葉は交わせなく
ても、動物も私たちと同じ「一生懸命に生きる命」である
ことを、肌で感じることができました

●【4年生】「いのち」は奇跡の連続

保健師の大力さんと助産師の瀬戸さんをお招きし、4年
生が「いのちの授業」を行いました。命の誕生が「宝くじ
に100万回連続で当たるほどの奇跡」というお話に、子
どもたちは驚き、自分たちが今ここにいることの不思議さ
を感じていました。胎児人形の重みを体感し、一人ひとり
がかけがえのない大切な存在であることを改めて考える、
貴重なひとときとなりました。

ご多用の中、子どもたちのために熱心にご指導いただ
いた講師の皆様に、心より感謝申し上げます。


